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工員ノ輻韓近鮎二就テ

金澤讐科大學眼科學敏室（主任倉知教授）

坂 井李 八 郎
  ffeiliatiro SaA）az“

（昭和21年3月9日受附）

L緒 言
皿，強査材料

皿．樵査方法

IV．橡査成績

 1。作業前ノ輻較近職

目 家

 2．作業後ノ輻棲近職

V．総括亜属駅亭

Vl。結 論

  丈 献

1．緒

 從來輻稜近鮎二關スル業績ハ多藪アルガ，工

場從業員ノ夫レニ就テハ，未ダ報告二接シナイ

ヤウデアル．今回余バーsiL定作業條件下ニアルエ

』言

員ノ輻韓近鮎二就キ，調査スル機愈ヲ得タノヂ

報告シ，文献二追加スル。

11．検査 材料

 菓工場二於ケル健康ナル鋼球橡査女工員86名ニシ

テ，作業朕況ヲ略述スレパ，勤務時聞7時ヨリ17時昌

至ル10時闘デ，ソノ聞午前午後a各々10分間，正午二

40分間，総計1時間休息スル．作業場ハ検査ノ都合上

全般照明略R5「ルクx」ノ静融ナ準暗室デ，作業机面

ノ照度ハ水銀燈ニヨリ約500「ルクス』昌保タレテヰル・

作業殖径「毒一・…㎡・鋼繍昨ラ鋼球面・割

レ：及疵ヲ検査シ，ソノ適，不適ヲ撰別スルノデアル．

旺検査方法
 毎日2名宛，就業直前及離業直後二萩原氏「ハプロス

ヨープ』 ニヨリ：全輻彰蓬角ヲ求メ， コL！ヨリ輻軽1近黒占ヲ

算出シタ．

 全輻積角ヨリ輻榛近識ヲ求メル方法トシテハ，初見

氏が輻韓近鐵ヨリ輻較角ヴ算出シタ公式ヲ利用シタ．

郎チ

    BC       ＝st tan ，tCBAC
   AE十EC
コNa A一正中線上ノ輻輻近描
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1．作業前ノ輻韓近黙

ソノ度数分布～・第1表ノ通りデアル．

第1表 作業前ノ輻湊近黙

轍近SU・m障数

 3
 22

 26

 12

 13

 6
 3
 1
 86

6．02cm

O．16

1．50

Iv ．検査成績

3．0一一 4．0

4．1一 5．0

5．1一一 6．0

6．1一一 7．0

7．1一一 8．0

8．1一 9．0

9．1－10．0

10．1一一11．0

 計
 M
 m
 ff

第2表 作業後ノ纏縫近勲

輻鞍i近貼cm 度敷

3．e一 4．0

4．1一 5．e

5．1一乱0

6．1一 7．0

7．1一 8．0

8．1一一一 9．0

9．1－10．0

10．1－11．0

11．1－12．0

12．1－13．0

 計
 M
 皿
 a

 3
i8

 20

 19

 ユ3

 8
 0
 3
 1
 1
 ee

6．35cm

O．18

1．75

 2．作業後ノ輻韓近顯

 ソノ度籔分布ハ第：2表ノ通りデアル。

 即チ輻韓近蕪が不攣ナモノ21名，近接スルモ

ノ22名，遠隔スルモノ43名デアツテ，ソノ自動

程度ハ第3表ノ通りデ7ル．

第3表 輻綾町鮎差度数分布

愛動程度cm

   o
 O．1一一〇．5

 0．6－1．0

 1．1－1．5

 1．6－2．0

 2．1－2．5

 2．6一一3．0

 3．1一一3．5

 3．6一一4．0

 4．1－4．5

  計
  e／e

不攣

21

 21

 24．42
士4．63

近接

 8
 3
 8
 1
 1
 1
 e
 o
 o

 22

 25．58
土4．70

第4表健常輻穫力

遠 隔

14

11

9

4

4

0

0

0

1

43

50．OO

著  者 輻   榛   ：む

Landolt 10H．W．

Donder5 15M．W．

SchiOt箔 16．6M．W．  （眼前6cm守デ）

Sch5n 60口（爾眼〕
「

石原  恕 12．5ML W．  （眼前8cmマデ）

管沼 定男 10－12．5M．W．（眼前10－8c皿マデ）

Bani5t¢r 13．3M．W．  （眼前7．5cmマデ）

Duane 18．2M．W   （眼前5．5cmマデ）

初見金三郎 12．1M．W．  （眼前8．10mマデ）

〃 18．8M．W． ・（眼前4．3cmヤデ）

坂井 51・8。     （眼前5・1cmマデ）

V．総括並二考按

 從來報告ヤラレテヰル健常輻韓力ハ第4表ノ

如クデ，ソノ域績ハ著者二旨ツテ異ル．斯クノ

如キ成績ノ差異ハ，ソノ測定方法二因ルモノデ

アツテ，初見，萩原爾氏が指摘シテヰルが如

ク，直接輻蔭近黙距離測定＝ヨル輻転i力決定ハ

簡便デハアルガ，楡者ハ熟練ト注意ヲ要シ，ソ

t 11 ］
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ノ結果ハ不同且不確實トナリ易イ。例ヘバ被検

者ノ注意集中ノ如何，：或ハ氣分担態ニョツテソ

ノ成績ハ動揺ス，しコトハ勿論数回之ヲ繰返ス

トキハ多クハ疲勢シテ近黙が容易二遠隔スル．

又複像が現ハレテカラ更出時ヲ経テ鷹答シ，或

ハ又複像ヲ呈シナイ前ニモ，調節不慮昌罰ル豫

  そ朦朧ヲ韻事ト誤ルコトサヘアル．殊二親標ノ選

揮が必要デアル．視標が極度二眼病接近スルト

キハ，調節ハ最：早階子トナリ，眼底二朦輪ヲ生

ズルカラ観標目殊二簡翠，細小，且明瞭ナモノ

ヲ選ブペキヂアル．然ルニ爾眼覗機械殊二「ハ

プロスゴー・プ」ヲ以テスルトキ昌ハ，覗標ハ冷

眼ノ調節近写踏位置スルが故昌，輻韓ヲ更昌進

マシメテモ，視標ノ朦朧視ヲ來タスコトナク，

輻千軍充分二進ミ比較的精確二早鐘近黙ヲ決定

シ得ルノデアル．カ、ル昭和ハ初見氏ノ健康者

31名a就テノ降給軽鴨ヨリ間接的昌算出シタ輻

羨角ト，「ハブロスコープ」ヲ用ヒテ直接測定シ

タ全輻竣角トノ比較観察デモ明ラカデァル．

郎チ輻韓近黙褻見ニヨルモノヂハ，輻韓鞘町

8．1cm，換算角度38。O， i換算米突角12．IM．W．ナ

ル脚半シ，「ハプロスコープ」昌ヨルモノデハ輻

榛角58。2，換算米突角18．8M．W．，前記公式＝ヨ

ル換算輻馬飼黙4．3cmトナリ，測定：方法ニョ

リ大キナ差異ノアルコトヲ明ラカ昌シテヰル．

ヵ・ル先人ノ實験二鑑ミ，余ハ工員ノ輻較近瓢

ヲ決定スル昌写り，「ハプロスコープ」ヲ用ヒテ

輻竣角ヲ測定シ，ソレヨリ前記ノ公式ヲ憲用シ

テ輻榛近鮎ヲ算出㌢タ．ソ’ノ結果作業前ノ七回

錦塗ハ6．02cmヂ余ノ鉗三者ノ成績5．1cm及初

見氏ノ健常値4．3cm二半ジデ遙力＝遠ク，初見

氏ノ神経性眼精疲勢者二就テノ測定値6、1cm及

紳経衰弱患者二就テノ測定値6．7cmト幽々等シ

イ．之ヲ以テ直チニ工員ハ紳経性眼精疲勢者力

或ハ紳経嚢弱者ヂアルトハ速断幽來ナイガ，ソ

ノ比較輻僕力二關スル測定成績ヨリ観テモ（拙

著「工員ノ眼機能トソノ眼精疲螢二就テ」参照）

勘クトモ環境ヨリ來ル全身疲勢ノー分象トシ

テ，輻較機ノ疲勢が存在スルノデハナイカト推

定シ得ル．叉作業後ノ輻葭近顯ハユF均6．35cm

トナリ，作業前開比シ梢遠隔スルガ，昏夢ノ差

ハ統計學的二3ゾm21十In22ヨリ小トナリ有意ヂ

ハナイ．然シ作業後年韓近貼ノ不攣ナモノ，近

接スルモノ，遠隔スルモノ・百分牽ヲ求メル

ニ，夫々2生42±4．63％，25．58±4．70％，50．0士

5．38％トナリ，遠隔スルモノ最モ多fi J近接ス

ルモノトノ差モ3γ’の・什σ15・；ヨリ大トナリ統

計學上有意デアル．而シテ同一條件下二作業ヲ

織纏シ乍ラ，遠隔スルモノト近接スルモノトア

ルノハ，如何＝モ矛盾セルが如ク見受ヶラVル

ガ，島津氏ガ「近業が調節機二及ボス影響二就

テ」ノ論：町中，調節奇特が作業後眼二近接スル

ノハ，筋疲勢曲線昌於ケル階段現象二相當スル

時期ヂアリ，三二近業ヲ再婚シテ刺戟ヲ反復ス

ルトキハ，毛様筋ハm勢＝陥り，ソノ軍縮力ハ

漸次減退シ，水晶髄前面ノ膨隆不充分ニシテ，

近黙ハ漸次遠隔スルト論ジタが如ク，青馬機能

ヲ司ル内直筋トテモー全党ノ法則＝從ヒ，果然

疲勢曲線ヲ辿ルモノト見ルトキハ，コノ結果ハ

首肯シ得ル現象デアル．今回ノ調査結果トシテ

近接スルモノが相當数アルガ，上記ノ理論ヨリ

スルトキハ，疲螢昌赴クー階梯ト見ラレ，近業

ノ長期縫績ハ，島津氏が職業的近業＝＝於テ，ソ

ノ経封多数（93％）ガ作業後調節近黙ノ遠隔ヲ來

タスト報告シ・タ如ク，絹猿豊岡二關シテモ同様

ノコトが言ヒ得ルワケヂァル．

VI．結

 1） 鋼製楡査女工員86名＝就テ，「ハプロス

コ｛プ」測定法9ヨリ作業前後輻稜近：黙ヲ測定

シタ．

 2） ソノ結果工員ノ輻榛近顯平均値ハ作業前

論

6．02cm，作業後6、35cmデ，初見氏ノ同測定法ニ

ヨル健常re 4・3cm，余ノ看護婦10名馬就テノ卒

均値5．1cm二比較ス1／バ，工員ノ輻綾近窯ハ遠

イト言ヒ得ル．

［ 12 ］
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 5）作業ハ輻竣近黙二影響ヲ及ポシ，作業後

之ハ近接或ハ遠隔スルガ，ソノ影響過程ハ筋疲

勢曲線トー致スルモノト思バレル．

 4）作業後輻稜近黙ノ不攣ナモノハ24．42％，

近接スルモノハ25・58％，遠隔刃レモノハ5α0％

デアル．

欄筆スルニ當り御懇篤ナル御指導並晶御校閲ヲ賜ハ

ツタ倉知教授a衷心ヨリ感謝ス。
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